
令和４年度事業計画体系 

 

 事業計画 

１ ○新 創立 60 周年記念事業の実施 

 

２ モノづくり人材育成対策事業  

（１）産業人材の確保・育成のための支援 

（２）若者モノづくり啓発・ネットワーク構築の推進 

（３）「きでんスクール」の開催 

（４）「きでんモノづくり技能継承スクール」の実施 

（５）次世代経営者人材育成講座の拡充 

（６）ＵＩターンマッチングの継続推進 

（７）熟練技能者の派遣 

 

３ 新分野進出支援事業     

（１）成長が期待される新分野への参入・展開 

（２）サプライチェーン強化に向けた現場改善やロボット・IoT 活用への支援 

     「自動化・省力化推進研究会」の継続実施 

（３）新技術・新分野進出企業との交流及び視察 

（４）産学官及び異業種との交流促進 

 

 

４ 設備・経営資金支援相談事業  

（１）延払による機械設備貸与制度の充実 

（２）県市町融資制度等の情報提供と相談 

 

５ 見本市等開催事業       

（１）第５８回機械工業見本市金沢（ＭＥＸ金沢 2022）の開催 

（２）学生特別企画（いしかわ UI ターン促進ものづくり発信事業）の実施 

（３）○新 創立 60 周年記念特別企画の実施 

（４）国内販路開拓の支援（見本市の出展等） 

 

 

 



６ 経営技術相談事業 

（１）巡回総合相談及び個別巡回相談（外部協力機関、経営指導員等の活用） 

（２）先進地域(産地)との交流及び視察 

（３）経営者向け「ビジネスサポートスクール」の開催 

（４）工業デザインの開発力促進  

（５）国・県・市町等の公的支援制度に関する情報収集と提供 

 

７ 環境対策事業（環境にやさしい工場団地研究会との連携） 

（１）環境ビジネス分野の取組み 

（２）環境講演会の開催（再生可能エネルギー等） 

（３）環境先進地・企業との交流・視察 

 

８ 国際化関連事業 

（１）国際経済情勢の把握（講演会・セミナー等の開催） 

（２）東南アジア等海外販路開拓の支援 

 

９ 広報・情報提供事業 

（１）機関誌「てっこうきでん」の発刊 

（２）ホームページの充実 

（３）経営動態調査(DI)、特別調査等の実施 

（４）○新 創立 60 周年記念誌の刊行 

 

１０ ○新 デジタル化推進事業 

（１）デジタル化推進のための勉強会・視察の実施 

（２）「デジタル化相談会（仮称）」の開催 

 

１１ 業界組織連携事業 

（１）業界振興懇談会の開催 

（２）県技術提案型展示商談会の積極的参加、いしかわ次世代産業創造ファンド助

成事業等、国・県の各種助成金確保にむけた連携強化 

（３）金沢港の利用促進 

（４）優良従業員等の表彰 

（５）協同組合との協力連携（事業運営等への協力、事務局長会議等の開催） 

（６）「石川県鉄工会館」の管理運営 

（７）青年部会への支援 

 

  



１ ○新 創立 60 周年記念事業の実施 

協会が昭和37年5月に設立し、本年で創立60周年を迎えるにあたり、下

記の記念事業を行う。 

①記念式典（物故者追悼の儀、業界功労者会長表彰、祝宴）の開催 

②創立 60 周年記念誌の刊行 

③第 58 回 MEX（機械工業見本市）60 周年記念特別企画（記念セミナー、 

次世代ロボット展示、バーチャルツアー）の開催 

２ モノづくり人材育成対策事業 

（１）産業人材の確保・育成のための支援 

新年度の工業系高校の募集定員の維持に向けて、協会独自事業として中学

校の生徒及び保護者へ本県の基幹産業であるモノづくりをＰＲする。 

①中学生の工業系高校への進学率を高めるための事業 
ア．出張講演会の開催 

協同組合等の協力を仰ぎ、モノづくり企業に勤める若手社員に、企

業 PR 及びモノづくりの楽しさを話してもらう。 

イ．モノづくり企業見学会の開催 

中学生とその保護者及び教員を対象に、進路決定前の夏休み中にモ

ノづくり企業見学会を開催し、工業系高校への進学を促す。 

②工業系高校生の県内就職率を高めるための事業 
ア．高校生を対象とした工場見学会及びモノづくり講演会の開催 

イ．高校教員の工場見学会の開催 

地元のモノづくり企業を周知すべく、能登・金沢・加賀の３地区の

高校教員（工業系に限らず）を対象とした企業見学会を開催する。 

ウ．保護者へのモノづくり企業の理解促進 

生徒の保護者にも地元モノづくり企業を周知・理解してもらうため、

保護者総会等の際に企業見学会や経営者等による講演会の開催を促

す。 

（２）若者モノづくり啓発・ネットワーク構築の推進 

将来を担う若者や学校関係者との交流・連携を引き続き推進する。 

①工業系高校優良卒業生等の表彰 

②工業系高校教諭との意見交換会及び企業見学会の開催 

③高校生や学生を対象としたインターンシップやデュアルシステムへ 

の支援 



（３）「きでんスクール」の開催 

「モノづくり」の人材育成を図るため、研修会・講習会を開催、研修内容

については会員ニーズに即したテーマを選定のうえ、実施する。 

①新人教育 

②中堅管理者研修（経営･労務管理） 

③生産管理研修（５S・原価/安全管理） 

④設備保全研修 

⑤ＩＳＯ関連研修 

⑥若手社員レベル UP 教育研修 など 

（４）「きでんモノづくり技能継承スクール」の実施 

会員企業の技能継承に向け、生産現場に従事する若手を対象に加工現場で

不足している基礎技術のカリキュラムを主体とした短期研修を実施し、技

能・技術を習得する。 

①カリキュラム：切削加工（旋盤、フライス盤）・研削、機械製図、 

シーケンス制御、TIG・半自動アーク溶接、精密測定など 

②協力：(独)高齢・職業・求職者雇用支援機構（石川職業能力開発促進 

センター）ほか 

③研修期間：２日～５日間程度 

（５）次世代経営者人材育成講座の拡充 

協会先輩経営者・専門家を講師に、次世代を担う経営者に対し「企業経営

上の問題点、若者が働きたい会社とするには如何にあるべきか、これからの

経営面での留意点」等を主題に、多岐に亘る内容で開講する。 

（６）ＵＩターンマッチングの継続推進 

熟練技能者不足に直面する状況を踏まえ、「いしかわ就職・定住総合サポ

ートセンター」など関係行政機関と連携して都市部における本県出身者（新

卒者を含む）確保等に取り組み、MEX金沢において関東および関西・中京方

面の大学の県出身学生を招待して県内企業への理解を深める事業を実施す

る。 

（７）熟練技能者の派遣 

主に小規模企業に対し、熟練技能者を派遣して、実技指導を実施し、技術

力向上を図る。 

  



３ 新分野進出支援事業 

（１）成長が期待される新分野への参入・展開 

新分野進出を図るため、将来に向けて新たな産業分野展開に向けた取組み

を実施すべく、県・ISICO等関係機関との協力のもと、新たな産業分野への

展開を推進し本県産業基盤の拡充・強化を図る。また、環境エネルギー関連

機器、医療･介護機器、航空機、環境自動車等の取組みを継続する。 

①講習会・研修会の開催、関連見本市への出展 

②県･ISICO との連携強化 

（２）サプライチェーン強化に向けた現場改善やロボット・IoＴ活用への支援 

①石川県機械業界の強みとされる各製造工程を担う様々な企業が集積して

いる点を維持強化するため、各製造工程のボトムアップに資する生産性向

上を支援する。 

②ロボット・IoＴ活用による企業の生産性向上への取り組み支援や関連分野

の人材育成等を目指し、「自動化・省力化推進研究会」において講演会、

研修、視察会等の活動を実施する。 

③県・石川県情報システム工業会等との連携により、セミナー等を開催する。 

（３）新技術・新分野進出企業との交流及び視察 

県内外の新技術・新分野に進出して事業展開をしている企業と積極的に交

流や視察を行い、会員企業の新規・新分野への進出・受注開拓力の育成に資

する。 

（４）産学官及び異業種との交流促進 

①産学官が連携する最新加工技術及び医療機器に関する研究会に対し、共同

研究、情報交換等の事業を行うとともに積極的に県内外を問わず異業種間

の交流促進に努める。 

②更なる技術開発を目指して産業技術総合研究所（産総研）及び東京大学先

端科学技術研究センター（東大先端研）と連携して、最先端の動向をセミ

ナー等を通じて周知する。 

４ 設備・経営資金支援相談事業  

（１）延払による機械設備貸与制度の充実 

昭和43年度から実施している本制度は、新製品開発や新規受注開拓、生産

力のアップ等、企業体質改善に多大な成果をあげており、今年度も県及び市

町の協力を得て事業を行う。貸与の実行にあたっては、延払による機械設備

貸与審議会が必要な調査及び審議を実施している。 



①新規事業枠 ５億円  
・上 限 額：６千万円（１社１件のみ） 

・貸与金利：1.10％、または1.60％（機械設置市町による） 

・そ の 他：中古機械も貸与可能 

 

②県及び市町による支援 
・貸与原資の借り入れ（県：市＝50：50、県：町＝60：40） 

・協会及び企業に対する利子補給の実施（企業負担、実質0.60%以下） 

 

（２）県市町融資制度等の情報提供と相談 

国、県及び政府系金融機関等の最新情報を会員企業に随時ホームページ及

びメールやFAX等で提供するとともに、随時相談に応じる。 

５ 見本市等開催事業 

（１）第 58 回機械工業見本市金沢（MEX 金沢 2022）の開催 

テーマ：「明るい未来へ!!つながる新技術」 

モノづくりに関連する製品・技術を一堂に展示し、最新の設備

動向把握や製品開発・技術動向等に関するセミナー開催など、情

報交換の場を提供する。 

会 期：2022年5月19日（木）～21日（土） 

会 場：石川県産業展示館 

（２）学生特別企画（いしかわ UI ターン促進ものづくり発信事業）の実施 

県外に進学した学生を中心に県内企業への理解を深めてもらい、ＵＩター

ン就職の促進を図る。 

①本事業に参画する会員企業の各出展者ブースにて情報提供 

②来場が難しい学生に向けて動画配信を行う。 

（３）○新 創立 60 周年記念特別企画の実施 

・記念セミナーの充実 

・未来へ向けた次世代ロボット展示 

・バーチャルツアー 

（４）国内販路開拓の支援（見本市の出展等） 

国内販路開拓を目途に、国内関連見本市への出展やマッチング商談会等を

継続して開催する。 



６ 経営技術相談事業 

（１）巡回総合相談及び個別巡回相談（外部協力機関との連携） 

会員企業の経営・技術的課題について、ワンストップで会員企業等が求め

る課題に対応すべく工業試験場等外部協力機関との連携し、ワンストップサ

ービス機関としての相談業務の強化を図る。 

（２）先進地域（産地）との交流及び視察 

先進地域（産地）の視察や地域間の交流を積極的に行い、会員企業の新

規・新分野への進出・受注開拓力の育成に資する。 

（３）経営者向け「ビジネスサポートスクール」の開催 

経営者などを対象に、急激な変化に対応するための販路開拓方法や経営支

援制度、生産性を高める働き方改革、税法・会計制度活用のノウハウ等につ

いて、専門家による研修会を引き続き内容を充実して開催する。 

（４）工業デザインの開発力促進（参加企業における製品開発の実践的取組み等） 

デザインセミナー開催や個別相談等の実施によって、企業のデザイン開発

力向上、デザイン開発人材の育成により、国内外市場での競争力ある製品の

実現を図る。 

（５）国・県・市町等の公的支援制度に関する情報収集と提供 

国、県、市町をはじめとする公的支援制度等について経営の参考に寄与す

るため、協会ホームページ、機関紙「てっこうきでん」への掲載やメール・

ＦＡＸ等によって、リアルタイムに情報を提供する。 

７ 環境対策事業（環境にやさしい工場団地研究会との連携） 

（１）環境ビジネス分野の取組み 

再生可能エネルギーの全量買取制度及び地球温暖化対策税（環境税）導入

に伴い、業界では新エネルギー、省エネルギー技術開発の加速が求められて

おり、環境ビジネス分野への展開を図る。 

（２）環境講演会の開催(再生可能エネルギー等) 

（３）環境先進地・企業との交流・視察 

国内で環境対策を先進的に取り組んでいる企業・施設等を見学、今後の参

考とする。 

  



８ 国際化関連事業 

（１）国際経済情勢の把握（講演会・セミナー等の開催） 

昨今の厳しい海外情勢をタイムリーに把握するため、海外の情勢に詳しい

専門家を講師に招き、セミナーを開催する。 

（２）東南アジア等海外販路開拓の支援 

①国内市場が縮小する中、県内企業が生き残るためには、海外成長市場の需

要を取り込んで行くことが重要である。そのため、東南アジアや中国など

の地域にて、販路開拓（見本市出展、ビジネスマッチング）を推進する。 

②ビジネス推進のための進出企業間のネットワーク構築、現地関係団体等と

の経済交流ネットワークの形成、現地企業とのマッチングを目的に設立し

た「タイ・ＡＥＣビジネス促進部会」の活動を積極的に進める。 

９ 広報・情報提供事業 

（１）機関誌「てっこうきでん」の発刊 

機関誌「てっこうきでん」の内容充実を図り、年４回発行し、会員及び関

係機関に協会活動の情報伝達を行う。 

（２）ホームページの充実 

①動画掲載（会社紹介、製品紹介、リクルート） 

②協会活動事業等をリアルタイムに会員に周知できるよう、行事や各種研修

会の案内、会員名簿等を掲載する。 

③関係機関より入手した支援制度の各種情報をリアルタイムに提供する。 

（３）経営動態調査（DI）、特別調査等の実施等 

①協会会員の景況把握を四半期毎に実施し、集計結果やその動向等を集計・

分析する。その結果を記者発表し公開する。 

②特別調査の結果についても、DI 調査と同じく、会員に役立つようホームペ

ージに掲載する。 

（４）○新 創立 60 周年記念誌の刊行 

協会が創立60周年を迎えるにあたり、記念誌を作成する。 

  



１０ ○新 デジタル化推進事業 

（１）デジタル化推進のための勉強会・視察の実施 

生産性の向上を図るため、事務部門の合理化や製造現場の省力化に関する

勉強会を実施する。また、デジタル化の参考とするため、デジタル化推進事

例（企業等）を視察する。 

（２）「デジタル化相談会（仮称）」の開催 

生産性向上のためのデジタル化導入を模索するものづくり会員企業がデジ

タル化ツールを製品として扱う会員企業などに相談し、アドバイスを受ける

「デジタル化相談会（仮称）」を開催する。 

１１ 業界組織連携事業 

（１）業界振興懇談会の開催 

県行政と協会執行部、各地域・業種の代表者が一堂に会し本県鉄工機電業

界の振興について課題・問題点などの意見交換会を開催するとともに、必要

に応じ、地域毎に意見交換会を開催する。 

（２）県技術提案型展示商談会の積極的参加、いしかわ次世代産業創造ファンド助成

事業等、国・県の各種助成金確保にむけた連携強化 

①中小企業のものづくり基盤技術の高度化支援等に資するため、県が実施す

る「技術提案型展示商談会」へ積極的に参加する。 

②国が行う中小企業のものづくり高度化対策、また県が実施するいしかわ次

世代産業創造ファンド助成事業等、各種助成金確保にむけ、県・ISICO 等

関係機関の協力連携のもと積極的に周知を図る。 

（３）金沢港の利用促進 

県・金沢市・(一社)金沢港振興協会等関係機関との相互協力により、引き

続きコマーシャルベースでの合積み輸送や金沢港利用促進の活動を継続す

る。 

（４）優良従業員等の表彰 

会員企業及び協同組合職員の従業員功労者及び永年勤続者（10年勤続、

20年勤続、30年勤続）を対象に表彰を行う。併せて記念講演会を開催す

る。 

（５）協同組合との協力連携（事業運営等への協力、事務局長会議等の開催） 

①事業運営への協力 
協同組合共同事業への転貸融資及び相互の事務連絡、調整等を行う。 



②事務局長会議等の開催 
協同組合事務局長、職員等との連絡会議を情報交換等のため、定期的に

開催するとともに必要に応じ、研修会等を行う。 

（６）「石川県鉄工会館」の管理運営協会の情報発信基地としての会館の効果的・効

率的な管理運営に努める。 

（７）青年部会への支援 

①青年部会会員が相互に融和を図り、自主的な活動を展開できるよう支援 

するとともに、青年部会の行う先進地視察交流・研修会等を支援する。 

（会員：６６名） 

②次世代経営者人材育成講座の開催（再掲） 

協会先輩経営者・専門家を講師に、次世代を担う経営者に対し「企業経

営上の問題点、若者が働きたい会社とするには如何にあるべきか、これか

らの経営面での留意点」等を主題に、多岐に亘る内容で開講する。 


